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「『いいな』の旅」にあるもの 

                                  校長 井田 善之 

先日、ある教室に入ると、子どもたちがパスを使って楽しそうにチューリップを描いていました。

ふと、その中に自分の手をじっと見つめている子がいました。どうしたのかな…と近くでそっと見

ていました。その子は、自分の手をしばらく見つめ、何かを思い付いたように黄色のパスを手に取

りました。そして、なんと自分の手のひらをぬりはじめました。その表情はとても楽しそう。手の

ひらは黄色でいっぱいです。思わぬ展開に驚く私。でもその意図はすぐに

分かりました。その手を画用紙にこすり付けたのです。ごしごしと力を込

めて一生懸命にこすった部分は、まるで穏やかな春の陽気のようにふわ

っと暖かく優しい感じになりました。ああ、こうしたかったのかと、その

大胆な発想に感服しました。しばらくこすり続け、「できた！」と言わん

ばかりに満足そうな表情を浮かべるその子に、「黄色だらけのがんばった

いい手だね。」と言うと、にっこりと笑みを浮かべてその手を見せてくれ

ました。この子にとって、絵に表した黄色はただの黄色ではなく、特別な

色になっているに違いありません。  

今、本校の教室前や階段の踊り場に、子どもたちが図画工作科の時間に表したチューリップの絵

が並んでいます。その一つ一つの作品から、形や色と向き合う子どもの姿が思い浮かびます。描い

ているうちにどんどん楽しいことが思いついて、きっとワクワクした気持ちで表したのだろうな…、

自分の気に入った色になるまで何度も絵の具や水を混ぜ、格闘したのだろうな…、どうしたら自分

の表したい感じになるかよく考えたのだろうな…。想像は膨らみます。「見て見て、こんなことを思

いついたよ。」と、絵を通して子どもが語っているようで、とてもにぎやかで明るく楽しい雰囲気が

広がっています。 

子どもは作品や活動をつくりだす中で、ときに道を間違えたり、思いがけない事件にあったり、

自分とは違う考えに出会い、急に方向を変えてみたりしながら、自分が「いいな」と思う道を見出

しています。そのような旅の歩みには、やはりその子のありのままの姿が表出しているに違いあり

ません。子どもは、旅の中で起こる様々な経験を通して「自分にはこんなところがあったんだ」と、

少しずつ自分を知り、それを積み重ねることで自分にとってよりよい道を自分でつくっていけるよ

うになるのでしょう。 

「できた」「できない」といった結果だけにとらわれることなく、子どもがどのような旅をした

のか、その旅の中で子どもは何を感じ、考え、選択したのかということに目を向け、よさとして伝

え、必要以上に手をかけることなく見守っていく。そのことの大切さを子どもたちの個性あふれる

作品を見ながら改めて思いました。それは本校が育成を目指す「自分づくりの力」にもつながるも

のと考えます。子どもの本当に表したいことや伝えたいことに気付き、共感できたとき、子どもの

目は輝き、自己肯定感の高揚とともに明るい未来を創造する芽も育っていくのだと思います。  

保護者や地域の皆様におかれましては、日頃より本校の教育活動にご協力いただくとともに、温

かく見守り、ご支援いただいておりますことに心より感謝申し上げます。職員一同、子どもたちの

心のありようにしっかりと目を向け、教育活動のより一層の充実に励んでまいります。今後とも何

卒よろしくお願いいたします。 


